
アサヒファシリティズとSDGｓ
2025年に開催される大阪・関西万博がめざすもののひとつとして「持続可能な開発目標（SDGs）達成への貢献」が掲げられるな
ど、「SDGｓ」をめぐる国内外の企業の動きが活発化してきています。そこで、サステナブル社会の実現を目指す竹中グループの活
動にも大きな意味を持つ「SDGs」について、掲載します。

アサヒファシリティズの活動

アサヒファシリティズの活動においても、SDGsに関連するものがあります。

環境保全への取り組み

品質保証活動

人材育成・支援制度

社会貢献活動

安全・災害

健全な組織基盤

建物管理における省エネルギー活動の積極的な提案・
推進など、持続可能な社会の構築に貢献しています。

安全で安心なサービスをお届けするために、品質保証活
動に取り組んでいます。より良いサービスの提供ができる
よう、お客様とのコミュニケーションを大切にしています。

従業員一人ひとりが能力を最大限に発揮するとともに、
充実した日々を過ごし豊かに暮らせるようワークライフバ
ランスを実現していきます。

社会貢献活動を推進し、企業市民として社会の持続的
な発展と充実に寄与していきます。

「安全はすべての仕事に優先する」という考えのもと、
安全向上への取り組みを進めるとともに、リスクの把握
とそれに対処する体制を整えています。

社会の信頼と期待に応え、事業を継続的に営んでいく
ために、コーポレート・ガバナンスの充実に努めるととも
に、コンプライアンスを最優先する組織・風土づくりの
強化を進めています。　　

▶詳細はP21～P24へ

▶詳細はP25～P26へ

▶詳細はP29～P30へ

▶詳細はP31～P34へ

▶詳細はP35～P40へ

▶詳細はP27～P28へ

19  Corporate Report 2022



環境・社会・ガバナンスに関するさまざまな取り組み

管理建物における感染防止対策

災害備蓄品の寄贈

低公害車（EV）の導入

ライトダウンキャンペーンへの参加

来院者向けグリーンセラピーへの協力

国産CLT※を使用した社員寮

コミュニケーションを誘発するレイアウトの社員寮

外部講師によるハラスメント防止研修

ロードヒーティングのエネルギー消費量削減

フィールドワークの受け入れ

自衛隊復旧活動への協力

起震車を用いた訓練への参加

環境美化活動

女性の活躍推進

ＡＥＤ訓練

被災した写真の洗浄ボランティア 子ども食堂の運営協力

福祉避難所開設訓練への参加
※Cross Laminated Timber：直交集成板
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